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2012年（平成24年） 　11月4日日発行

2……「普通救命講習会」受講者募集、医療費の助成制度
3～7……なばり市議会だより
8……秋の全国火災予防運動、児童虐待防止推進月間

1965年 8月 11日に「同和対策審議会答申」が出されたことを記念して制定されました。

毎月11日は「人権を確かめあう日」
2004年6月22日に、名張市が男女共同参画都市宣言をしたことにより制定しました。

毎月22日は「男女共同参画について考える日」

　　
市
内
に
は
、
日
本
や
世
界
に
誇
る
技
術
を
持
っ
て
、
も
の
づ
く

り
を
し
て
い
る
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
10
月
13
日
・
14
日
に
開
催
さ
れ
た｢

名
張･

産
業

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
」に
出
展
さ
れ
、そ
の
う
ち
特
に
全
国
で
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
の
製
品
を
つ
く
る
企
業
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　消防車に搭載の吸管（ゴムホース）は、真空ポンプ
の強力な吸水にもへこまず、過酷な使用にも耐える必
要があります。柔軟かつ強固な製品にするため、ゴム
シートと布と鋼線を何層かに重ね筒状しています。通
常 6～ 12 ｍの長さがあり重いため、消火活動を効率
的に行えるよう軽量化も図っています。全国で多くの
消防車に使用されていることは、私たちの誇りです。

　電化製品や自動車などの身近
な耐熱性の塗料から、太陽光パ
ネルやガードレールの塗料、そ
して 3,000 度の熱が発生する
ロケットの打ち上げ発射台に使
用されている塗料まで、ほと

んどがオキツモ製です。
耐熱 ･ 特殊塗料では世
界シェアのトップです。
ガラス用断熱コーティ
ング剤なども製造し、市
役所ロビーのガラスに
も使われています。

消火活動になくてはならい
消防吸管で国内シェア№１！

日本で数少ないこだわりのジッ
パー。オンリーワンものづくり

耐熱塗料の世界シェアトップ！
ロケット発射台の塗料まで製造

　安価な製品は海外で大量生産されるようになり、国
内に多くあったメーカーは次々に撤退。現在、大手有
名企業とわが社の 2社しかジッパー製造会社がありま
せん。大手では真似できない、独創性とデザイン性を
追求した「W

ウ ォ ル デ ィ ス

ALDES」ジッパー（1940 年代のアメ
リカのブランドをビンテージとして復刻）を製造。大
手の高級ブランドメーカーと取り引きしています。

　食品や生活用品など、さまざまな分野で使われる「包
装材料」を製造しています。中でも、名張事業所では、
市販の医薬品や病院で処置を受ける医薬品の包装材料
を製造。その分野では国内シェアトップです。
　包装技術により、管理しやすくなり、そして医薬品
の成分を損うことはありません。今後も安定した品質
とより高い最先端技術で商品開発をしていきます。

点滴はビンからバッグへ
最先端技術で医薬品を包装
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朝日ファスナー株式会社（朝日町）

オーサカゴム株式会社（蔵持町原出）

オキツモ株式会社（蔵持町芝出）

藤森工業株式会社 名張事業所 ･三重事業所
　

名張・産業まちづくりフェア
名張商工会議所が、市内の約 40 の企業活動や地域づ
くりの活動など、多くの市民や学生に知ってもらおう
と初開催。さまざまな技術が紹介され、10月 13 日・
14日の両日で、約 5,500 人が来場しました。
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タコライスやお楽しみデザートなど
「親子の料理教室」参加者募集

日時　12月1日土 午前10時～午後1時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
対象　市内在住の小学生とその保護者
持ち物　筆記用具、エプロン、三角巾、ふきん
定員　15組30人　参加費　1人300円（材料費)
申込　はがきに親子の料理教室参加希望と明記
し、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、11
月15日木までに健康支援室（〒518‐0492鴻
之台1‐1）へお申し込みください。

　※申込多数の場合は抽選　
 健康支援室　  63‐6970

木製家具など粗大ごみの再生品
を入札により展示販売します

展示期間　11月19日月～12月7日金
※開館時間…平日午前9時～午後5時、日曜日・
祝日午後1時～5時。土曜日は閉館

展示場所　伊賀南部クリーンセンター（伊賀市奥
鹿野）　開札日　12月10日月

入札受付　展示期間中に展示場所にある入札票
に必要事項を記入し、入札箱にご投函くださ
い。入札最高価格が複数の場合は公開抽選
 伊賀南部環境衛生組合　  53‐1120

救急車が到着するまでの応急手当
「普通救命講習会」受講者募集

日時　11月23日 祝　 午前9時～正午
場所　防災センター（鴻之台1）
対象　市内在住・在勤の15歳以上の人
定員　20人　※先着順
内容　心肺蘇生法、止血法、AED（自動体外式
除細動器）の取扱い

申込　11月11日日から17日土（午前9時～午後６
時）までに、名張消防署、桔梗が丘分署、つつじ
が丘出張所で直接お申込みください（電話不
可）。

※過去に受講したことがある人は修了証を添付し
てください。参加無料　
 名張消防署　  63‐0999

配偶者などからの暴力についての相談
女性相談員が無料で応じます（秘密厳守）

相談日　月～金曜日　午前8時30分～午後5時
場所　総合福祉センターふれあい（丸之内）
相談方法　電話（63‐2517)・面談
※女性相談は、男女共同参画センター（電話63‐
5336／希央台5）でも受け付けています。　

◎11月12日から25日までは、「女性に対する暴力
をなくす運動」期間です。
 人権・男女共同参画推進室　  63‐7559

「小規模事業共済制度」「経営セー
フティ共済」をご存知ですか?

◆小規模企業共済制度　
　　個人事業主（共同経営者含む）や、会社など
の役員が事業をやめる場合に備えて、あらかじ
め資金を準備しておく共済制度で、「小規模企
業の経営者のための退職金制度」といえます。
掛金が全額所得控除となることが特徴です。

◆経営セーフティ共済
 （中小企業倒産防止共済制度）　
　　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産
が原因で、経営悪化の危機に直面してしまった
場合に資金を借り入れることができる制度で
す。無担保・無保証人で、積み立てた掛金の10
倍の範囲内（最高8,000万円）で被害額相当の
共済金が借り入れ可能です。　
 名張商工会議所　  63‐0080

10‐3号掲載「うまい米が名張にはある」について　▼子どもが給食の伊賀米はおいしいと言っています。▼安全性についての情報も欲しかった。
　▼いつも実家からお米をもらってますが、切らした際に伊賀米を買ってみると、とてもおいしいと思いました。　▼伊賀米は美味しく自慢できる。

広報メールサポーターから…
読者の声

　11月17日土と18日日は、関西2府8県の文化が
息づく関西をアピールする「関西文化の日」。
　市内では、名張藤堂家邸と夏見廃寺展示館の
入館料が無料となります。両施設では、さまざま
な展示品をご覧いただけます。この機会にぜひお
越しください。なお、両施設の開館時間は、午前9
時～午後５時です。

催し催し
 旧細川邸 やなせ宿   62‐7760　 月曜休館

なせ宿なせ宿

やなせ宿ハンドクラフト教室
着物布で作るミニチュアひな人形作り
日時　11月17日土  午前10時～正午
定員　20人程度　※先着順
講師　三木 章子さん
参加費　800円程度　※材料費含む
申込　11月14日水 午後5時までに電話などで
やなせ宿へ

11月17日・18日は名張藤堂家邸
と夏見廃寺展示館の入館料が無料

伊賀青色申告会による
「税を考える週間」イベント

日時　11月17日土・18日日
　午前10時～午後4時
場所　うえせん白鳳プラザ（伊賀市上野東町）
内容　記帳相談会、会計ソフト体験、税理士によ
る税務相談（17日午後1時～4時）、税に関する
小中学生の作品展示　※相談・体験は無料　
 伊賀青色申告会　  26‐1016

新成人の皆さんへ
1月13日は「成人式」

開催日時　平成25年1月13日日 午後1時～
               午後零時30分から受付
場所　総合体育館（夏見）
対象　11月30日現在、名張市に住民登録がある
平成4年4月2日から平成5年4月1日生まれの人

※対象者には12月中旬に入場券を兼ねた案内は
がきを送付。はがきが届かない場合はご連絡く

ださい。
◎就職や就学で市
外に住民登録などを
している人で、名張市
の成人式への出席を
希望する人は、12月
14日金までに（土・
日曜日、祝日を除く
午前8時30分から午
後5時15分）、電話な
どで問い合わせ先へ

 文化生涯学習室
　  63‐7892

ご存知ですか?
医療費の助成制度

　下記の医療費助成の該当者は、お早めに手
続きをしてください。申請が遅れた場合、助
成は申請月の 1日からとなります。
＜助成の対象となる医療費＞
　受給資格者が加入している医療保険で保険給
付となった自己負担相当額（精神障害者 1級
の入院分と2級、3級は自己負担相当額の半額）
※保険者から給付される高額医療費、家族療養
附加給付金などは差し引きます。また、保険
給付対象外のものは助成の対象外です。

＜医療費助成制度の内容＞　
■ 子ども医療費助成
対象　小学校 6年生までの子ども（12歳に達
する最初の 3月 31日まで）

■ 一人親家庭等医療費助成
対象　①子どもが 18歳未満の母子家庭の母と
子ども ②子どもが 18 歳未満の父子家庭の
父と子ども ③父母のいない 18 歳未満の子
ども

■ 心身障害者医療費助成
対象　①身体障害者手帳 1級、2級、3級をお
持ちの人　②療育手帳Aまたは Bをお持ち
の人（Bは 70 歳未満の人）　③判定機関で
知能指数 70以下と判定を受けた人　④精神
障害者保健福祉手帳 1級、2級、3級をお持
ちの人（1級の通院分以外は 70歳未満の人）

◎制度によって受けていただくための条件や、
所得制限がありますので、詳しくは市役所 1
階保険年金室へお問い合わせください。
 保険年金室　  63‐7105

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

健康体操教室 エアロビクス＆体幹トレーニ
ングで身体を引き締めましょう。

日時　11月20日火 午前10時～11時30分
講師　万

まんだい

代 くみ子さん
参加費　300円　　定員　16人
持ち物　体操がしやすい服装、屋内用靴、タオ
ル、敷きマット（バスタオル）

申込　11月5日月から12日月までに、電話で問
い合わせ先へ ※先着順。参加者が少ない場
合は中止します。

2013.1.13成人式

出土したせん仏
（夏見廃寺展示館） 

朱あ
か
ぐ
そ
く

具
足

（
名
張
藤
堂
家
邸
）

 文化生涯学習室
　  63‐7892
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名
張
市
議
会
で
は
、
昨
年
か
ら
正
副

議
長
の
選
挙
に
お
い
て
「
立
候
補
制
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
開

か
れ
た
議
会
」
の
取
組
み
と
し
て
、
立

候
補
の
機
会
均
等
、
選
出
過
程
の
透
明

化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
10
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

議長と副議長は「立候補制」で選出しています

No.

66

第
３
５
３
回
定
例
会
の
最
終
日
、
辞
職

に
伴
う
正
副
議
長
選
挙
を
実
施
し
、
議

長
選
挙
に
２
人
、
副
議
長
選
挙
に
２
人

の
議
員
が
立
候
補
し
、
所
信
表
明
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
20
人
の
議
員
に

よ
る
投
票
で
議
長
・
副
議
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

永岡 禎
ただし

第 62 代 議長

森岡 秀之
第64代 副議長

議長と副議長は、届出のあった候補者から選出されます。
その選出過程は公開していて、傍聴も可能です。

選
出
手
順

❶ 

候
補
者
の
演
説●議長には、永岡禎議員と橋本マサ子議員が立候補

　副議長には森岡秀之議員と三原淳子議員が立候補

❷ 

20
人
の
議
員
に
よ
る
選
挙

●投票

●開票

❸ 

新
議
長
・
副
議
長
の
決
定

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834～5   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

【
就
任
あ
い
さ
つ
】

　

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
の
信
任
を
い
た
だ
き
、
第
62

代
名
張
市
議
会
議
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
永
岡
禎
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は
、
議
長
と
し
て
の
責
務
に
全
力
を

傾
け
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
自
治
体
の
権
限
が
強
化
さ

れ
、
市
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
市
議
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
市
民

の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
努
力
を

怠
ら
ず
、
信
頼
さ
れ
る
名
張
市
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
本
年
８
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
「
議
会
改
革

検
討
委
員
会
」
を
中
心
に
十
分
議
論
を
尽
く
し
、
議
会
の

政
策
立
案
・
提
言
機
能
や
監
視
機
能
の
強
化
、
議
会
か
ら

の
情
報
発
信
・
広
聴
機
能
の
充
実
な
ど
、
さ
ら
な
る
議
会

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
名
張
市
議
会
に
対

し
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

   

名
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なばり市議会だより
平成24年11月

永
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員
…
…
…
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票
【
当
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橋
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マ
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…
…
２
票

● 

議
長
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挙

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

新
し
い
議
長

新
し
い
議
長
・・
副
議
長
が

副
議
長
が

決
ま
り
ま
し
た
。

決
ま
り
ま
し
た
。

森
岡 

秀
之 
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員
…
…
…
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票
【
当
】

三
原 

淳
子 
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…
…
…
２
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● 

副
議
長
選
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※Ｑ―Ｕ調査 Qestionnaire-Utilities( 学級満足度調査 )

　

９
月
定
例
会
（
第
３
５
３
回
）
は
、

９
月
４
日
開
会
、
10
月
３
日
閉
会
の
30

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
名
張
市
産
業

振
興
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
の
制
定
１
件
、
名
張
市
応

急
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
な
ど
の
条
例
改
正
６
件
、
市
道
認

定
１
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計･

特

別
会
計
の
補
正
予
算
３
件
、
決
算
の
認

定
10
件
、
権
利
の
放
棄
１
件
、
人
事
案

　平成 24 年度一般
会計の補正予算は、2

億 8,370 万円の増額補正
で補正後の予算は 264 億 1,100
万円となった。特別会計予算では、
国民健康保険指導経費 597万円の
増額、介護保険 8,590 万円の繰出
金・返還金の増額である。

決 算 　平成 23年度一般会計の決算は、歳入総額 265
億 6,838 万円。歳出総額 262億 196 万円。特別
会計の決算は、全 8会計を総計すると、歳入総額
160億 2,369万円、歳出総額152億 9,803万円。

件
３
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
、
損

害
賠
償
請
求
の
和
解
に
つ
い
て
な
ど

の
専
決
処
分
の
報
告
11
件
、
請
願
４

件
の
全
46
案
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

議
案
は
本
会
議
・
決
算
特
別
委
員
会
・

常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
31
議

案
を
原
案
通
り
可
決
、
請
願
４
件
を

採
択
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
９

議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

ト
ピ
ッ
ク 

❷

平
成
24
年
９
月
定
例
会
で
、

補
正
予
算
な
ど
31
議
案
を
可
決

　収　入
265億
6,838万円

市税
96億
5,733万円
36.4％

地方交付税
34億2,852万円
12.9％

国庫支出金
30億2,776万円

11.4％

県支出金
19億7,559万円  7.4％

譲与税・交付金
13億3,758万円 5.0％

諸・財産収入・負担金・使用料など
16億181万円　6.0％

基金・他会計繰入金・繰越金
21億7,189万円　8.2％

市債
33億6,790万円

12.7％

地方交付税
34億2,852万円
12.9％

国庫支出金
30億2,776万円

11.4％

県支出金
19億7,559万円  7.4％

譲与税・交付金
13億3,758万円 5.0％

諸・財産収入・負担金・使用料など
16億181万円　6.0％

基金・他会計繰入金・繰越金
21億7,189万円　8.2％

市債
33億6,790万円

12.7％

大
津
市
の
い
じ
め
事
件
で
は
、

市
教
育
委
員
会
の
対
応
や
自
浄

能
力
の
な
さ
が
浮
か
び
あ
が
っ

て
き
た
。
現
行
制
度
の
中
で
は

委
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は

限
界
が
あ
り
、
事
務
局
の
方
針

に
追
従
す
る
事
が
大
半
と
言
わ

れ
て
い
る
。
名
張
市
に
お
い
て

も
い
じ
め
は
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
例
委

員
会
で
の
議
論
は
な
く
深
刻
さ

が
う
か
が
え
な
い
。
事
実
を
明

ら
か
に
し
情
報
を
共
有
し
合
う

事
を
期
待
す
る
。

名
張
市
で
は
い
じ
め
は
皆
無
で

は
な
く
Ｑ
―
Ｕ
調
査
（
※
）
な

ど
で
現
状
把
握
し
て
い
る
。
今

後
は
こ
う
し
た
情
報
を
明
ら
か

に
し
共
有
す
る
。
学
校
・
教
育

委
員
会
と
家
庭
・
地
域
が
連
携

し
て
い
じ
め
を
早
期
発
見
し
、

悲
劇
を
未
然
に
防
ぐ
。
教
育
委

員
会
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
き
た
い
。

認
定

● 

学
校
教
育

豊
岡 

千
代
子 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

教
育
委
員
会
の
あ
り
方

Q
そ
の
機
能
を
十
分
発
揮

A

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会 

伊
勢
市
で
も
い
じ
め
に
よ
る
自

殺
者
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
名
張
市
に
お
い
て
は
決
し

て
起
こ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
兵
庫
県
小
野
市
や
岐
阜

県
可
児
市
の
い
じ
め
防
止
条
例

を
参
考
に
し
て
、
名
張
版
の
条

例
作
成
に
取
り
組
む
よ
う
に
提

案
し
た
い
。

「
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
」

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
名
張
市

に
は
子
ど
も
条
例
が
あ
り
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
問
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
条
例
を
す
ぐ
に
改
正
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
て
い

な
い
。
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
部
な
ど

の
関
係
者
で
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。
後
追
い
に
な
ら
な
い
よ

う
に
早
い
段
階
で
、
子
ど
も
条

例
の
中
に
、「
い
じ
め
」
の
こ
と

を
特
化
し
て
加
え
て
い
く
こ
と

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

い
じ
め
防
止
条
例
は

Q
子
ど
も
条
例
に
特
化
を

A
AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。

掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。 一般質問

 支　出
262億
196万円

補助・交付金など
38億1,014万円 

14.5％ 

委託・使用料及び補修費
31億6,709万円
12.1％

福祉費（扶助費）
53億7,092万円
20.5％

建設・整備費及び負担金など
22億4,249万円  8.6％

他会計繰出・積立・
予備・支出金など
25億7,288万円  9.8％

借入金返済
35億4,660万円

13.5％
人件費
54億9,183万円
21.0％

補助・交付金など
38億1,014万円 

14.5％ 

委託・使用料及び補修費
31億6,709万円
12.1％

福祉費（扶助費）
53億7,092万円
20.5％

建設・整備費及び負担金など
22億4,249万円  8.6％

他会計繰出・積立・
予備・支出金など
25億7,288万円  9.8％

借入金返済
35億4,660万円

13.5％

補正予算

Ｑ―Ｕ調査

※地方交付税…市が自由に使える国からのお金
※国庫支出金・県支出金…使い道が定められた     
                                    国・県からのお金

平成23年度一般会計　
決算額内訳

■表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。
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家
庭
ご
み
袋
の
年
間
販
売
額
が

１
億
円
以
上
に
及
ん
で
い
る
。

市
民
は
分
別
の
手
間
と
、
袋
の

費
用
と
共
に
負
担
が
大
き
い
。

袋
の
値
段
を
高
く
し
て
ご
み
の

減
量
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
生
産
の
段
階
か
ら
ご

み
と
な
る
も
の
を
作
ら
な
い
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
指
定

ご
み
袋
は
、
青
山
地
域
と
同
一

に
し
、
原
価
ま
で
引
き
下
げ
る

こ
と
を
求
め
る
。

家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
、
ご
み

排
出
量
の
減
少
を
目
的
に
実
施

し
た
。
４
年
目
で
あ
る
23
年
度

は
24
％
の
減
量
で
、
成
果
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
ご

み
の
排
出
抑
制
を
市
民
・
事
業

者
と
共
に
啓
発
し
て
い
く
。
指

定
ご
み
袋
の
価
格
は
、
ご
み
減

量
及
び
分
別
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
様
へ
の
還
元
と

し
て
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
。

● 

暮
ら
し

三
原 
淳
子 
議
員

日
本
共
産
党

家
庭
ご
み
袋
の
価
格

Q
平
成
25
年
度
に
見
直
す

A

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
高
齢

者
福
祉
事
業
と
し
て
需
要
が
高

く
な
る
と
考
え
る
。
地
域
配
食

サ
ー
ビ
ス
活
動
を
継
続
さ
せ
る

た
め
の
支
援
を
求
め
る
。

地
域
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
高

齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
調
理
が

困
難
な
人
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

調
和
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
す

る
と
と
も
に
安
否
確
認
・
健
康

状
態
の
確
認
を
行
う
事
業
。
平

成
23
年
度
は
６
４
９
人
に
年
間

２
万
食
余
り
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
。
行
政
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
と
同
様
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
を
身
守
り
、
安
心
安
全
な
地

域
生
活
を
支
え
て
い
る
。
名
張

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

図
り
支
援
に
努
め
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
支
援

Q
今
後
も
引
き
続
き
支
援

A

森
岡 

秀
之 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

市
内
で
認
知
症
の
高
齢
者
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
行
う

従
来
の
捜
索
活
動
と
、
平
成
24

年
８
月
24
日
に
立
ち
上
が
っ
た

「
地
域
Ｓ
О
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」
と
の

違
い
は
何
か
。

今
ま
で
は
、
地
域
住
民
や
消
防

団
が
協
力
し
て
捜
索
に
あ
た
っ

て
い
た
が
、
手
順
が
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、
情
報
が
交
錯
す
る
な

ど
の
課
題
が
あ
っ
た
。
今
回
の

シ
ス
テ
ム
で
、
地
域
づ
く
り
の

代
表
・
区
長
・
自
治
会
長
が
中

心
と
な
り
、
市
や
警
察
と
連
携

し
、
捜
索
情
報
の
協
力
を
郵
便

局
・
福
祉
施
設
な
ど
各
事
業
所

に
も
お
願
い
し
な
が
ら
、
早
期

発
見
に
取
り
組
む
市
民
総
ぐ
る

み
の
体
制
が
整
っ
た
。
家
族
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
開
催
す
る
事

前
協
議
の
段
階
か
ら
、
消
防
本

部
や
危
機
管
理
室
が
加
わ
り
共

に
対
応
す
る
。

Ｓ
О
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
は

Q
地
域
で
捜
索
活
動
開
始

A

平
成
23
年
６
月
22
日
に
名
張
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
名
張
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
屋
内

練
習
が
で
き
る
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
の
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
。
名
張
市
の
今
後
の
計
画

等
を
問
う
。
美
旗
地
区
の
農
村

公
園
に
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

計
画
が
あ
る
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ッ
カ
ー

や
野
球
も
で
き
る
よ
う
求
め
る
。

市
直
営
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は

３
ヵ
所
あ
る
が
、
屋
根
付
き
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
高
齢
社
会

に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
推
進
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
環
境
整

備
を
総
合
的
に
検
討
す
る
。

● 

健
康
医
療

浦
﨑 

陽
介 

議
員

無
会
派屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

Q
総
合
的
に
検
討
す
る

A

ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
の
中
に
好
ん

で
住
み
つ
き
、
胃
潰
瘍
や
胃
が

ん
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
。
日
本
人
の
約
50
％
以
上
が

感
染
し
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
こ
と
か
ら
、
国
際
が
ん
研

究
機
関
で
は
、
発
が
ん
因
子
と

認
定
し
て
い
る
。
大
腸
が
ん
検

診
の
検
便
キ
ッ
ド
を
活
用
し
、

便
中
ピ
ロ
リ
菌
検
査
が
で
き
る
。

大
腸
が
ん
無
料
検
診
ク
ー
ポ
ン

券
配
布
と
あ
わ
せ
て
、
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
導
入
す
べ
き
だ
。

日
本
ヘ
リ
コ
パ
ク
タ
ー
学
会
は
、

が
ん
予
防
と
し
て
ピ
ロ
リ
菌
感

染
者
全
員
に
除
菌
を
勧
め
る
指

針
を
発
表
し
て
い
る
。
公
的
医

療
保
険
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
胃
潰
瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍

な
ど
数
疾
病
に
限
ら
れ
て
い
る
。

医
療
的
研
究
の
進
展
、
医
療
保

険
適
用
の
動
向
を
注
視
し
検
討

す
る
。

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党ピ

ロ
リ
菌
検
査
の
導
入

Q
国
の
動
向
を
注
視

A

議
員
全
員
に
報
告
も
な
い
ま
ま
、

温
浴
施
設
の
無
料
優
待
券
を
特

定
の
市
民
・
団
体
・
個
人
に
配
布

し
た
の
は
大
き
な
問
題
だ
。
こ
の

よ
う
な
配
布
方
法
は
不
公
平
で

あ
り
、
観
光
や
健
康
福
祉
の
増

進
が
目
的
と
い
う
が
、
市
が
も
っ

と
も
支
援
す
べ
き
施
設
で
あ
る

「
と
れ
た
て
名
張
交
流
館
」
の
売

上
に
も
直
接
的
な
効
果
も
見
込

め
な
い
。
手
法
と
手
段
に
公
益

性
が
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

予
算
も
既
決
予
算
の
一
般
財
源

を
流
用
し
て
措
置
し
た
よ
う
だ

が
、
違
法
性
す
ら
懸
念
さ
れ
る
。

市
民
待
望
の
施
設
で
あ
り
、
年

間
50
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

観
光
施
設
だ
。
公
益
性
は
十
分

あ
り
、
経
済
波
及
効
果
や
「
ま

ち
の
駅
」
と
し
て
新
た
な
観
光

ル
ー
ト
の
開
発
も
企
画
い
た
だ

い
て
お
り
、
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。

森
脇 

和
德 

議
員

心
風
会な

ぜ
無
料
入
浴
券
配
布

Q
公
益
性
が
あ
る

A

指定ごみ袋

配食サービスを担うボランティア
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AQ＆

高
齢
社
会
を
迎
え
、
在
宅
医
療

に
対
す
る
要
望
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。
在
宅
医
療
を
望

ん
で
い
る
人
は
６
割
を
超
え
る

が
、
現
状
は
医
療
機
関
で
亡
く

な
る
人
が
全
体
の
80
％
を
占
め

在
宅
は
12
％
程
度
。
在
宅
医
療
・

在
宅
介
護
を
進
め
る
う
え
で
往

診
体
制
は
基
盤
と
な
る
。
市
立

病
院
に
往
診
対
応
の
医
師
の
配

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
立
病
院
は
平
成
24
年
６
月
、

地
域
医
療
支
援
病
院
に
承
認
さ

れ
た
。
地
域
医
療
へ
の
貢
献
は

不
可
欠
で
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
在
宅
医
療
を
担
う
総
合
診

療
科
の
医
師
３
人
、
研
修
医
１

人
が
勤
務
。
非
輪
番
日
に
お
け

る
在
宅
患
者
と
諸
課
題
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
る
。
将
来
的

に
は
、
補
完
す
る
医
師
の
チ
ー

ム
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

富
田 
真
由
美 
議
員

公
明
党往

診
対
応
医
師
を

Q
研
究
し
て
い
く

A

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

国
の
財
政
削
減
で
高
額
な
税
負

担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
格
差

社
会
が
横
行
す
る
中
、
社
会
的

弱
者
の
救
済
が
急
務
だ
。
基
金

を
取
り
崩
し
て
国
保
税
を
引
き

下
げ
る
と
と
も
に
、
一
部
負
担

の
減
免
制
度
の
導
入
を
求
め
る
。

平
成
23
年
度
国
保
会
計
決
算
は
、

基
金
と
剰
余
金
を
合
わ
せ
る
と

12
億
円
余
と
な
る
。
一
般
会
計
に

余
裕
が
な
く
、
医
療
費
増
加
の
懸

念
も
あ
り
取
り
崩
せ
な
い
。
一
部

負
担
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、

実
態
を
調
査
し
検
討
す
る
。

橋
本 

マ
サ
子 

議
員

日
本
共
産
党

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

Q
調
査
検
討

A
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
。
防
災
マ

ッ
プ
よ
り
８
年
の
時
間
が
経
過

し
た
。
総
合
計
画
は
、
理
想
郷

プ
ラ
ン
か
ら
安
心
し
て
住
み
続

け
る
住
空
間
の
整
備
と
福
祉
の

理
想
郷
空
間
を
目
指
し
て
い
る
。

現
状
の
整
備
進
捗
状
況
を
問
う
。

行
政
と
し
て
、
安
心
空
間
整
備

髙
田 

稔
嗣 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

安
心
空
間
整
備
は

Q
国
・
県
に
要
望

A

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活

躍
し
た
山
口
螢
選
手
の
よ
う
な

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
だ
。
そ
の
他
の
競
技
種

目
関
係
者
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

一
刻
も
早
く
サ
ッ
カ
ー
場
を
含

む
競
技
施
設
の
全
面
的
な
整
備

計
画
を
立
て
、
整
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

新
た
な
施
設
の
整
備
は
難
し
い

が
、
サ
ッ
カ
ー
人
口
は
増
加
し

て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
施
設
の
整

備
は
必
要
だ
。
陸
上
競
技
場
の

再
整
備
を
含
め
、
全
体
的
な
整

備
計
画
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　 山
下 

松
一 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
を

Q
全
体
計
画
が
必
要

A

質問その他

● 

健
康
医
療

研
究

い

に
務
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
国
・

県
に
対
し
河
川
整
備
な
ど
の
整

備
促
進
を
要
望
し
て
い
る
。　

名張市陸上競技場

（上段左から）常俊朋子議員、幸松孝太郎議員、浦﨑陽介議員、細矢一宏議員、髙田稔嗣議員、
　田合豪議員、三原淳子議員、森脇和德議員、𠮷田正己議員、豊岡千代子議員、富田真由美議員
（下段左から）川合滋議員、橋本マサ子議員、山下松一議員、森岡秀之副議長、永岡禎議長、
　吉住美智子監査委員、柳生大輔議員、福田博行議員、石井政議員

※監査委員は市長から選任されます。

新体制をご紹介します体制をご紹介します

● 議会運営委員会

福田 博行
（委員長）

細矢 一宏
（副委員長）

森脇 和德 髙田 稔嗣

橋本 マサ子 柳生 大輔 山下 松一

● 監査委員

吉住 美智子
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産業振興基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定／応急診療所の設置及び管理に関する条例の一部改正／暴力団排除条例の一部改
正／公共下水道条例の一部改正／災害対策本部条例の一部改正／防災会議条例の一部改正／火災予防条例の一部改正／市道路線の認定／平
成24年度一般会計補正予算／平成24年度国民健康保険特別会計補正予算／平成24年度介護保険特別会計補正予算／平成23年度住宅新築資
金等貸付事業特別会計歳入歳出決算／平成23年度東山墓園造成事業特別会計歳入歳出決算／平成23年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算／平成23年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算／平成23年度病院事業会計決算／平成23年度水道事業会計決算／権利の放棄（土地
開発公社に対する債権放棄）／教育委員会委員の任命についての同意／公平委員会委員の選任についての同意／監査委員の選任についての
同意／中小企業の成長支援策の拡充を求める意見書／義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める意見書／保護者負担の軽減と就
学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書／「教職員定数改善計画」の着実な実施と教育予算拡充を求める意見書／防災対策の見直
しをはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める意見書

平成23年度一般会計歳入歳出決算の認定／平成23年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定／平成23年度介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定／平成23年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定／税制の抜本改革の確実な実施を求める意見書

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

浦
﨑

森
脇
永
岡

三
原
橋
本
豊
岡
髙
田

川
合

富
田
細
矢
吉
住
石
井

常
俊
森
岡
𠮷
田

柳
生

山
下

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

× × ◯ ◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯

議
員
名

清流クラブ
田
合

■ 採決の結果は、上記の
いずれの案件も右表の
とおり

● 義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める請願………………………………採択
● 保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願…………………採択 
● 「教職員定数改善計画」の着実な実施と教育予算拡充を求める請願……………………採択 
● 防災対策の見直しをはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める請願…………採択 

編集後記

12月12月12月
12月  4日火

7日金
10日月
11日火
12日水
13日木

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
総務企画委員会

14日金
17日月
20日木

教育民生委員会
産業建設委員会
採決

開会時間は午前 10 時からです。ぜ
ひ、傍聴にお越しください。一般質
問はケーブルテレビで放映されます。

おことわり
議員のお祝い金などの寄付行為につきましては、公職選挙法により禁
止されています。皆さまのご理解をお願いします。

ご意見・ご要望をお待ちしています

     ホームページで会議録をご覧ください
名張市議会、名張市議会事務局（市役所ホームページ内）のホームページか
らアクセスできます。  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

議会の日程
※予定を変更する場合があります。

第 353回定例会　審議結果

　「なばり市議会だより」№ 66 号はいか
がでしたでしょうか？議会広報特別委員会
では本格的な紙面刷新を目指し議論を重ね
て編集をいたしました。今後も新しいアイ
デアを盛り込んで、思わず手にとって見た
くなる紙面内容となるよう頑張ってまいり
ます。ご期待ください。                  Y.K

全
会
一
致

表
決
が

分
か
れ
た
議
案

請 

願

● 常任委員会

田合 豪
（委員長）

𠮷田 正己
（副委員長）

細矢 一宏 吉住 美智子 

永岡 禎 橋本 マサ子 柳生 大輔

総務企画委員会

川合 滋 
（委員長）

常俊 朋子
（副委員長）

森脇 和德 三原 淳子

髙田 稔嗣 石井 政 山下 松一

教育民生委員会

富田 真由美
（委員長）

豊岡 千代子
（副委員長）

森岡 秀之 

幸松 孝太郎 浦﨑 陽介 福田 博行

産業建設委員会

   全員協議会　予算・決算部会

◎石井 政　○三原 淳子　富田 真由美　常俊 朋子
　幸松 孝太郎　髙田 稔嗣　川合 滋　福田 博行
　　　　　　　　　　　(◎：部会長　○：副部会長 )

● 議会広報特別委員会

幸松 孝太郎
（委員長）

𠮷田 正己
（副委員長）

豊岡 千代子 森脇 和德 細矢 一宏 三原 淳子
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 子ども家庭室　  63‐7594

小学校区
名 　 張
蔵 　 持
梅 が 丘
薦 　 原
美 　 旗
比 奈 知
すずらん台
錦 　 生
赤 　 目
箕 　 曲
百 合 が 丘

つつじが丘

国 　 津
桔 梗 が 丘
桔梗が丘東
桔梗が丘南

児童クラブ名（愛称）
な ば り っ こ
す ま い る キ ッ ズ
リ ト ル ク ラ ブ
Koｍo²キッズ（コモコモキッズ）
フ レ ン ズ
と も が き
ぱ  れ  っ  と
に し き っ ず
わ ん ぱ く ク ラ ブ
みのわっこクラブ
あ  お  ぞ  ら
クリスタルジュニア
クリスタルジュニアⅡ
Play Kids（プレイキッズ）
な か よ し ク ラ ブ
い ろ え ん ぴ つ
と も だ ち ク ラ ブ

所　　在　　地
丸之内５５
蔵持町原出３３８
梅が丘北２‐２７２
薦生１５９５
新田１１７‐２
下比奈知１４３２
すずらん台東３‐２１９
安部田２２７０
赤目町檀 116
夏見３５１
百合が丘東９‐１

つつじが丘北３‐５

神屋１８６６
桔梗が丘 3‐２‐６７
桔梗が丘７‐１‐8６
桔梗が丘５‐１２‐３８

電話番号
６１‐１８８３
６４‐７５３０
６１‐０１６５
６１‐０８７７
６６‐０８３８
６８‐９９８１
６８‐７０３０
６３‐２２４４
６３‐０３８９
６４‐０５９４
６４‐５１１４

６８‐４５９５

６９‐１３３３
６６‐５４５５
６６‐４８０４
６５‐０８２８

放課後児童クラブ一覧

  放課後児童クラブは、仕事などで昼間に保護者が自宅にいない小
学生の健全育成を図ることを目的に開設しています。運営は、各小
学校区の地域の皆さんの理解と協力によって組織された運営委員会
が行っています。児童は、自主的な遊びを中心に、
指導員のもと、のびのびと安心して活動しています。
　平成 25年 4月からの入会希望者は、
各クラブ（右表）にお申し込みください。

対象　開設している小学校に在籍する原則１～３年生
開設時間（原則）　▼授業のある日…下校時～午後６時   
　▼授業のない日…午前９時～午後６時　
　▼活動しない日…日曜日、祝日、年末年始、お盆休みなど
　※開設時間、申込方法など詳しくは、開設時間中に各クラブへ
　　お問い合わせください。

※梅が丘小学校区の「リトルクラブ」以外は小学校敷地内放課後児童クラブのご案内

広告 広告

「三重大学医学部医学科推薦　
入試地域枠 B」推薦希望者募集

　地域医療に携わる医師を確保するため、三重
大学医学部医学科推薦入試「地域枠B」の出願者
を募集します。 ※出願は、市長の推薦が必要
推薦要件　次のすべての要件を満たす人 ①三重
大学の推薦要件を満たす ②扶養義務者が市
内に3年以上居住する ③卒業後、県内で地域
医療に携わることを確約ができる

推薦枠　2人　　　選考方法　面接　
申込期間　11月5日月～20日火　※詳しくは市ホー
ムページか、三重大学募集要項をご覧ください。

　  地域医療室　  63‐3913

　名張市家庭児童相談室への相談件数は昨
年度で204件。そのうち虐待の相談件数・通
告件数は70件に上ります。
　虐待は家庭内で発生することが多く、発見
は難しいと言われています。もしも、近隣で子
どもの泣き声や親の怒鳴り声をよく聞く、子
どもへの親の対応や言動が気になるときが
ある場合で、声をかけづらいときは、相談窓
口へご相談ください。

１１月は「児童虐待防止推進月間」です

●名張市家庭児童相談室    63‐2515
●伊賀児童相談所　  24‐8060
●民生委員・児童委員  ※連絡先は健康福
　祉政策室（  63‐7579）でご案内
●休日・夜間の虐待通告　
　▼三重県児童相談センター　
　　  059‐231‐5901
　▼市役所時間外窓口  63‐2110
   ▼全国共通ダイヤル
　    0570‐064‐000 

児童の養育・虐待などの相談窓口
 子ども家庭室　  63‐7594

S
　

T
　

O
　

P
　

！

児
童
虐
待

　空気が乾燥し、暖房器具が活躍するこの時
期、消防本部から「火の用心」のお願いです。

１１月９日～１１月15日「秋の全国火災予防運動」

消すまでは 出ない行かない 離れない
平成 24 年度全国統一防火標語

●ストーブ
□カーテンの近くにスト
ーブを置かない。
□ストーブにカセットボ
ンベやライターなどを
近付けない。
□ストーブで洗濯物を乾かさない。

●たばこ
□寝たばこをしない。
□たばこを投げ捨てない。
□たばこを放置しない。

 消防本部予防室　  63‐1412

出火原因別　防火チェック

●こんろ
□こんろのまわりに燃えや
すいものを置かない。
□こんろから離れるときは
必ず火を消す。

●放火
□放火されないように、家
の周囲を明るくし、燃え
やすいものを置かない。

福祉の仕事を体験して
みませんか?（学生可）

　高齢者・障害者・児童の施設などで福祉の仕
事を体験してみませんか。
※1人3日以上10日以内で、1日概ね6時間の体験
（日当支給なし）。詳しくは、問い合わせ先へ
 三重県福祉人材センター 059‐227‐5160

幼稚園・小中学校の作品約1,000点
名張市立学校・園美術展覧会

　幼稚園・小中学校の子どもたちが一生懸命
取り組んだ作品を約1000点展示します。
日時　11月30日金～12月3日月 
　午前9時～午後4時30分（最終日は正午まで）
場所　つつじが丘小学校体育館
内容　図画、工作・工芸、書写　
 名張市教育研究所　  68‐8801

　  (12月1日土・2日日は、  68‐8810)
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